
金
・
銀
・
銅
・
鉄
の
価
値
（
２
０
０
５
・
９
・
２
２
） 

  

ド
イ
ツ
の
環
境
学
者
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
＝
ブ
レ
ー
ク
博
士
が
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
気
候
・
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
研
究
所
在
籍
中
に
開
発
し
た
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
と
い
う
概
念
が
あ
る
。
人
間
が
利
用
し
て
い
る

様
々
な
物
質
を
入
手
す
る
た
め
に
は
、
背
後
に
不
要
と
な
る
膨
大
な
物
質
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
を
物
質
が
背
負
っ
て
い

る
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
と
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

一
例
と
し
て
、
一
㌧
の
褐
炭
を
生
産
す
る
た
め
に
は
、
八
・
五
㌧
の
不
要
な
廃
石
を
除
去
し
、
六
・
三
㌧
の
廃
水
を
地
下

か
ら
排
水
し
て
い
る
の
で
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
重
量
は
約
一
四
・
八
㌧
に
な
る
。
こ
れ
は
露
天
掘
削
の
場
合
で
あ
る
か
ら
、

地
下
か
ら
の
掘
削
で
あ
れ
ば
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
重
量
は
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
数
値
が
増
大
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
物
質
を
生
産
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
は
増
大
し
、
そ
の
価
格
は
高
価
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。 

 

シ
ュ
ミ
ッ
ト
＝
ブ
レ
ー
ク
博
士
に
よ
る
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
計
算
結
果
が
『
フ
ァ
ク
タ
ー
一
○
』
と
い
う
著
書
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
が
、
主
要
な
鉱
物
資
源
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
数
値
に
な
っ
て
い
る
。
「
鉄
」
が
一
四
、
「
銅
」
が
四
二
○
、

「
銀
」
が
七
五
○
○
、「
金
」
が
三
五
万
、
そ
し
て
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
に
な
る
と
五
八
○
○
万
で
あ
る
。
こ
れ
で
計
算
す
る

と
、
一
カ
ラ
ッ
ト
、
す
な
わ
ち
○
・
二
㌘
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
採
掘
す
る
た
め
に
は
、
約
一
二
㌧
の
岩
石
を
掘
削
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
数
値
に
は
様
々
な
意
味
が
あ
る
。
第
一
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
属
の
値
段
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
重
量
に
密
接
に
関
係

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
価
格
は
変
動
す
る
の
で
正
確
に
は
計
算
で
き
な
い
が
、
単
位
重
量
あ
た
り
の
「
鉄
」
の
値
段
を
一

と
す
る
と
、「
銅
」
が
一
○
、「
銀
」
が
一
五
○
○
、「
金
」
が
八
万
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
七
五
○
万
に
な
る
。
同
様
に
「
鉄
」

の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
基
準
と
し
て
一
と
す
る
と
、「
銅
」
が
三
○
、「
銀
」
が
五
四
○
、「
金
」
が
二
万
五
○
○
○
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
が
四
一
五
万
で
あ
る
。 

 

完
全
に
比
例
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
両
者
の
桁
数
の
増
加
は
同
一
で
あ
り
、
偶
然
と
は
い
え
な
い
ほ
ど
符
合
し
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
金
属
の
価
格
は
導
電
比
率
、
延
性
や
展
性
、
腐
食
へ
の
強
度
な
ど
、
実
用
の
観
点
も
反
映
し
て
い
る
が
、

希
少
さ
も
影
響
し
て
い
る
。
そ
こ
で
現
在
の
年
採
掘
量
の
逆
数
を
計
算
し
て
「
鉄
」
を
一
と
し
て
み
る
と
、「
銅
」
は
八
五
、

「
銀
」
は
六
万
、「
金
」
は
四
五
万
と
な
り
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
重
量
が
表
示
す
る
採
掘
の
手
間
を
反
映
し
た
数
字
に
な
っ

て
い
る
。 

 

第
二
の
意
味
は
、
こ
れ
ら
の
金
属
の
地
球
に
存
在
す
る
総
量
に
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
現
状
で
推
定
さ
れ

て
い
る
総
埋
蔵
量
の
逆
数
を
計
算
し
、
同
様
に
「
鉄
」
を
一
と
し
て
み
る
と
、「
銅
」
が
四
○
○
、「
銀
」
が
五
三
万
、「
金
」

が
四
七
○
万
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可
採
年
数
、
す
な
わ
ち
資
源
が
枯
渇
す
る
ま
で
の
年
数
は
、「
鉄
」
が
二
五
三

年
、「
銅
」
が
五
四
年
、「
銀
」
が
三
○
年
、「
金
」
が
二
四
年
と
い
う
程
度
で
あ
り
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
議
論
す
る
ど
こ
ろ

で
は
な
い
年
数
で
あ
る
。 

 

第
三
は
、
人
間
が
古
来
、
こ
の
金
属
の
特
性
を
熟
知
し
て
、
社
会
の
仕
組
に
反
映
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
メ
ダ
ル
に
使
用
さ
れ
る
金
属
は
、
一
位
が
「
金
」
、
二
位
が
「
銀
」
、
三
位
が
「
銅
」
で
あ
る
し
、
結
婚
し
て
か
ら
の

年
数
に
よ
る
御
祝
い
は
、「
鉄
」
が
六
年
、
銅
が
「
七
年
」
、「
銀
」
が
二
五
年
、「
金
」
が
五
○
年
、
そ
し
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

は
六
○
年
で
あ
り
、
人
生
の
重
荷
と
同
様
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
重
荷
の
順
位
を
反
映
し
て
い
る
。 

 

現
代
の
文
明
社
会
は
、
石
油
や
石
炭
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
し
て
も
、
今
回
紹
介
し
た
鉱
物
資
源
に
し
て
も
、
数
十

年
先
に
は
枯
渇
す
る
物
質
に
依
存
し
た
き
わ
め
て
脆
弱
な
基
盤
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
延
長
す
る
こ
と
が
当
面
の
課

題
で
あ
る
が
、
そ
の
方
策
を
検
討
す
る
う
え
で
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
は
有
用
な
手
段
で
あ
り
、
そ
の
利
用
方

法
の
検
討
が
期
待
さ
れ
る
。 


